




１
．
配
線
工
事
施
工
時
の
注
意
事
項

1
-
1
．
目
的

高
速
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
イ
ン
バ
ー
タ
の
コ
モ
ン
・
モ
ー
ド
電
圧
が
、
電
動
機
や
機
械
（
減
速
機

を
含
む
）
浮
遊
容
量
に
印
加
さ
れ
る
と
、
軸
受
の
電
食
に
至
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

上
記
要
因
に
よ
る
電
食
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
配
線
工
事
施
工
時
の
注
意
事
項
を
以
下
に
示
す
。

1
-
2
．
配
線
工
事
施
工
時
の
注
意
事
項

（
１
）
イ
ン
バ
ー
タ
と
電
動
機
間
の
主
回
路
ケ
ー
ブ
ル
は
最
短
経
路
で
配
線
し
（
Ｌ
分
の
低
減
）
、
極
力

シ
ー
ル
ド
付
ケ
ー
ブ
ル
（
シ
ー
ル
ド
の
両
端
を
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
に
接
続
す
る
）
を
使
用
す
る
。

（
浮
遊
容
量
の
低
減
）

（
２
）
イ
ン
バ
ー
タ
の
ア
ー
ス
線
は
最
短
経
路
で
配
線
す
る
。
（
Ｌ
分
の
低
減
）

（
３
）
電
動
機
の
ア
ー
ス
線
は
下
記
の
サ
イ
ズ
と
し
、
最
短
経
路
で
配
線
す
る
。
（
Ｌ
分
の
低
減
）

ま
た
、
十
分
に
低
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
※
の
接
地
極
に
接
続
の
こ
と
。

※
機
械
側
の
接
地
（
通
常
は
建
屋
の
ア
ー
ス
）
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
と
同
等
、
又
は
そ
れ
以
下
。

（
４
）
電
動
機
と
機
械
（
減
速
機
を
含
む
）
が
別
々
の
台
床
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
電
動
機

の
ア
ー
ス
と
機
械
の
ア
ー
ス
を
接
続
す
る
「
コ
モ
ン
ア
ー
ス
線
」
を
追
加
配
線
し
、
各
々
の
台

床
を
電
気
的
に
接
続
す
る
こ
と
。

※
追
加
す
る
コ
モ
ン
ア
ー
ス
線
は
、

・
高
周
波
特
性
の
良
い
平
網
線
を
使
用
の
こ
と
。

・
電
動
機
の
ア
ー
ス
線
と
同
等
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
太
さ
と
す
る
。

・
最
短
経
路
で
、
２
条
以
上
で
配
線
す
る
こ
と
。
（
1
0
0
0
k
W
超
過
時
は
３
条
）

①
電
動
機
の
台
床
と
機
械
の
台
床
が
個
別
の
場
合

I
n
v
e
r
t
e
r

電
動
機

台
床
(
導
電
性
)

台
床
(
導
電
性
)

機
械

(
減
速
機
)

U V W

(
4
)
コ
モ
ン
ア
ー
ス
線

※
通
常
建
屋
の
ア
ー
ス

注
１
）

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

(
3
)
電
動
機

ア
ー
ス
線

(
2
)
イ
ン
バ
ー
タ

ア
ー
ス
線

(
1
)
主
回
路

ケ
ー
ブ
ル

②
電
動
機
の
台
床
と
機
械
の
台
床
が
共
通
の
場
合

I
n
v
e
r
t
e
r

電
動
機

台
床
(
導
電
性
)

機
械

(
減
速
機
)

U V W

※
通
常
建
屋
の
ア
ー
ス

注
１
）

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

(
3
)
電
動
機

ア
ー
ス
線

(
2
)
イ
ン
バ
ー
タ

ア
ー
ス
線

(
1
)
主
回
路

ケ
ー
ブ
ル
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資
料
番
号
：
Ｃ
Ｒ
Ｃ
－
Ｘ
Ａ
１
８
１
－
Ａ

区
分

ア
ー
ス
線
太
さ
(
ｍ
ｍ
２
)

１
1
0
0
0
k
W
超
過

1
0
0

２
7
5
0
k
W
超
過
～
1
0
0
0
k
W

8
0

３
3
0
0
k
W
超
過
～

7
5
0
k
W

6
0

４
3
7
k
W
超
過
～

3
0
0
k
W

3
8

注
1
)
電
動
機
と
機
械
（
減
速
機
を
含
む
）
間
の
接
続
に
「
絶
縁
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
を
使
用

す
る
対
策
も
有
効
で
あ
る
。
但
し
、
大
容
量
機
で
は
強
度
的
問
題
で
採
用
不
可
の
場

合
が
あ
る
。


